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１　令和３年度　経営評価

※参考　令和２年度決算
　■当期損益 75,733千円 累積損益 1,066,800千円
　■市からの収入
　　全体 559,485千円（営業収益に占める割合　R2：89.8％←R1：87.2％）
　　うち競争によらないもの 178,259千円（営業収益に占める割合　R2：28.6％←R1：39.5％）

２ 第三セクターの対応
◆経営戦略プラン（R2～R4）の取組と計画
　経営の安定基盤を確立し、成長し続ける企業へという方針に基づき、下記取組を実施。

○具体的取組

○財務計画：毎年度の黒字が目標

【取組状況】

３ 市の対応

透明性 自立性

令和３年度第三セクター経営評価結果及び対応について

評価項目 目的適合性 効率性・効果性 組織運営の健全性 財務の健全性
概ね良好 概ね良好

第二次評価
第一次評価 概ね良好 概ね良好 概ね良好 概ね良好

概ね良好 概ね良好 概ね良好 概ね良好 概ね良好概ね良好

　目的適合性については、中小企業の経営体質の強化・改善への取組として実施している人材育成事
業の受講者数が増加傾向にあること、また、自立性については、新規顧客の獲得や競争によらない市
からの収入割合が減少し、黒字経営を維持できていることから、すべての項目において「概ね良好」
という結果となっている。

　①事業充実のための企画提案・顧客の開拓
　②高度ＩＴ人材育成・中小企業支援機関として地域へのＩＴ教育の追求と実施
　③新たな事業創出のための最新技術の研究
　④経営の透明性の確保

（当期損益：R2年度 56,788千円、R3年度 66,373千円、R4年度 50,873千円）

　令和３年度は、これまでと同様に中小企業を対象としたセキュリティ人財養成の実践型研修による
サイバーセキュリティ対策の実施や、中学生向けネットリスク講座などの人材育成事業を開催した。
今後も中小企業者等へＩＴを活用した支援に取り組んでいく。
　また、中小企業からの保守業務やデータ入力業務の継続受注に加え、他自治体の新型コロナワクチ
ン接種券発行業務を受注するなど、新規の顧客開拓に取り組んでいる。

　本市経済を支える中小企業等の新たな事業活動への取組や経営体質の改善・強化へ向けた支援に、
より一層取り組むよう指導するとともに、経営基盤の強化に向けて、経営戦略プランに基づき取組等
が計画的に実施されるよう指導等を行っていく。


